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附属札幌中学校の研究

P-2

「学びの主体者」となる生徒の育成

－「問い」を活かす授業の探究－

研究主題

◆自らの思考・判断をもとに、

自他に働きかける生徒

◆他者との関わりを通して、自分自身を客観的に捉え、

自己の成長に向かうことができる生徒



附属札幌中学校の研究

P-3

生徒自らが「問い」を生み、「問う」ことの価値を

実感する学び合いによって、「学びの主体者」と

なる生徒を育成することができる

研究仮説

■これまでの自分の認識や経験との違い

から生じた疑問のうち、解決したいと

強く思うもの

■「問い」を解決するために他者に働き

かける行為

「問い」

「問う」

思考・判断



国研から示された研究課題

P-4

【体育分野】

■運動を合理的に実践するため、運動の技能や知識

を活用するなどの思考力・判断力を育成するため

の指導や評価方法等の工夫改善についての研究

【保健分野】

■個人生活における健康課題を把握し、その解決を

目指して具体的に考え、判断し、それらを表現す

る力の育成を図り、「知識を活用する学習活動を

取り入れる指導方法の工夫」のための具体的な指

導方法等の研究



プレゼン資料と学習案について

「問い」「学習課題」に

関連する内容

「問う」「学び合いによ

る探究活動」に関連する

内容

青の実線で標記

緑の二重線で標記

P-5

「問い」

「問う」



思考力・判断力等の育成するためには…

知識や技能の

活用場面の設定

課題を解決する

場面の設定

不十分ではないだろうか

授業者の意図的な

働きかけが必要

整理分析し、探究

できる場面の工夫

思考力・判断力等

知識・技能を活用して

課題を解決するために必要な

P-6



思考力・判断力等の育成するためには…

生徒自身が課題を解

決したいと強く思う

内面的なアプローチ

他者との学び合いを

通して課題を解決で

きる場面の設定

「問う」ことの価値を

実感する学び合い

生徒自らが

「問い」を生むこと

－「問い」を活かす授業の探究－

P-7

知識・技能を活用して課題を解決し

思考力・判断力等を高める授業



研究の内容 －「問い」を活かす授業の探究－

①【体】【保】既成概念を検証する学び

②【体】 「やりたい」のに「できない」から展開する学び

③【体】 「条件や状況が変わる」と「できない」から展開する学び

【体】【保】 「問い」を解決するための自らの

「仮説」の設定と「検証」の重視

生徒自らが「問い」を生むこと

「問う」ことの価値を実感する学び合い

P-8

生徒自身が課題を解決したいと強く思う内面的なアプローチ

他者との学び合いを通して課題を解決できる場面の設定

思考・判断を進め

る原動力として

課題を解決する

手立てとして



保健分野

第２学年

傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

実践例①



【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

■自然災害による傷害は、

①地震発生時による家屋の倒壊や家具の落下や転倒が原因で

生じること

②津波や土砂崩れ、地割れや火災などによる二次災害によっ

ても生じること

■これらの傷害の防止には、

①日頃から災害時の安全の確保に備えておくこと

②災害情報を的確に把握する必要があること

③冷静・迅速・安全に行動すること

指導内容

P-10

前時の学習内容 本時の学習内容

活用し、思考・判断する

■自然災害による傷害は、

①地震発生時による家屋の倒壊や家具の落下や転倒が原因で

生じること

②津波や土砂崩れ、地割れや火災などによる二次災害によっ

ても生じること

■これらの傷害の防止には、

①日頃から災害時の安全の確保に備えておくこと

②災害情報を的確に把握する必要があること

③冷静・迅速・安全に行動すること



【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

身に付けた知識や技能を活用して課題を解決し、

思考力・判断力等を高めるために・・・

■過去の地震による傷害の発生状況を扱い、

地震直後や二次災害によって生じる傷害を

整理し、科学的に検証すること

■災害の状況や周りの状況を捉えて、より正

しく身を守る方法について行動を選択し、

説明できるようにすること

P-11



【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

■前時で学んだ地震や二次災害の様々な状況と、複

雑な身の周りの環境の整理から、傷害を防止する

ための行動や避難の方法を選択し、説明すること

ができる。

本時の目標

P-12



【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

ワークシート

P-13



【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

常に前時で学んだ内容を振り返ることができる工夫も必要

P-14



【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

気象庁の緊急地震速報を聞き、地震発生直後を想定した

行動とその根拠を交流

生徒A
「頭を隠すことが大切

なので、机の下に隠れ

る」

生徒B
「避難口の確保が必要

なので、ドアや窓を開

ける」

既成概念

既成概念を確かめ、生徒自らが「問い」を生む

P-15



緊急地震速報です。大地震です。

震度は６強！

【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

P-16



壁や天井が崩壊するほどの地震では、机やテーブルなど

を支えている足を破壊してしまう。

【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

P-17



ドアや窓がある壁は、部屋の中で最も崩れやすい

（ドアや窓がない壁は、大きな面（壁）で天井を支えている

ので、強度は高い）

【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

P-18



ドアや窓がある壁は部屋

の中で最も崩れやすい。

ドアや窓がない壁は、大

きな面（壁）で天井を支え

ているので、強度は高い。

【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

P-19



三角形の救命スポット

強度の高いソファーやベッドなどの家具の真横には、

壁や天井との間にできるスペース「三角形の救命ス

ポット」ができるため、生存率が高い。

【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

P-20



【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

「どのようにしたら自分の身を

守ることができるか」

ケーススタディを用いて、

解決の方法を探究する活動

P-21

「問い」 「問う」



【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

校内の地図を使用し、傷害の原

因となりそうなものや、場所に印

をつけながら、グループで討議

廊下の窓側ではなく、壁側を通

ると安全という判断

落下や転倒する可能性のあるも

のを整理

冷静・迅速・安全に行動す

る方法を、「問い」を解決

するための仮説の設定と

した。

P-22



【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

P-23



【保】傷害の防止「自然災害による傷害の防止」

傷害の防止のために、傷害の原因や

内容を想定することの必要性に関する記述

傷害の防止のために、傷害の原因や

内容を想定することの必要性に関する記述

冷静な判断や行動の必要性に

関する記述

冷静な判断や行動の必要性に

関する記述

P-24



体育分野

第２学年

武道・柔道 「相手の動きに応じた体落とし」

実践例②



【体】武道・柔道 「相手の動きに応じた体落とし」

指導内容

■相手の動きに応じた基本動作、基本となる技を用いて投

げたり抑えたりし、攻防を展開できるようにすること

■伝統的な行動を守り、相手を尊重し、分担した役割を果

たし、安全に気を配ることができるようにすること

■技の名称や行い方を理解し、課題に応じた運動の取組み

方を工夫できるようにすること

知識、思考・判断

態 度

技 能

P-26



【体】武道・柔道 「相手の動きに応じた体落とし」

身に付けた知識や技能を活用して課題を解決し、

思考力・判断力等を高めるために・・・

■相手の動きに応じた投げ技を扱い、これまでに身に

付けた八方崩しの知識や、抑え込みでの攻防の知識、

体落としの技能を活用すること

■「受」の立場を捉えることで、崩したい方向の反対

に力を加えることで、体勢を立て直す相手の動きを

利用することができないかという仮説と検証

P-27



【体】武道・柔道 「相手の動きに応じた体落とし」

■「取」は、重心を左足に移す「受」の動きに応

じて、体落としに必要な動き（進退動作、崩し

と体さばき）を工夫することができる

本時の目標

P-28



【体】武道・柔道 「相手の動きに応じた体落とし」

■生徒は、これまでの投げ技において、基本となる技の習得

のために、「取」は「受」の全面的な協力を得て技の精度

を高めてきた。しかし、本時においては、「受」が初めて

協力しない状態を経験する。

教師が「受」を、生徒が「取」を担当

教師は「取」の動き（崩し）に協力せず、右足を

後ろへ下げる

「条件や状況が変わる」ことであり、「問い」を生む手だてとなる。こ

の状況から、生徒は、「左足に重心がある相手に技をかけるには

どうしたらよいか」という「問い」を生む

P-29



【体】武道・柔道 「相手の動きに応じた体落とし」

教師が「受」を、生徒が「取」を担当

教師は「取」の動き（崩し）に協力せず、右足を後ろへ下げる

「受」が「取」の動き（崩し）に協力

した場合の技のかけの瞬間

「受」が「取」の動きに協力せず、

「受」が右足を後ろへ下げた瞬間

「左足に重心がある相手に技をか

けるにはどうしたらよいか」

P-30



【体】武道・柔道 「相手の動きに応じた体落とし」

解決に向けて

■「問い」を解決するための自らの「仮説」の設定と「検証」

を行う。

■仮説とは、「左足に重心がある相手に技をかけるにはどうし

たらよいか」という「問い」を解決するために、「取」とし

て必要な動きを予想すること。

P-31

「問い」

「問う」



【体】武道・柔道 「相手の動きに応じた体落とし」

仮説の設定

「問い」の解決の方法を、複数を予想して記

述する。大切な視点は、全員が一度、自分

の考えを明確にすること。その後、予想した

内容を、一つずつ仲間と確かめる。

P-32

生徒Ａの仮説
生徒Ｂの仮説

生徒Ｃの仮説



【体】武道・柔道 「相手の動きに応じた体落とし」

解決するための仮説としてホ

ワイトボードに記入したもの

は、振り返りの時間に、ワー

クシートへ転記。

P-33

生徒Ａの仮説
生徒Bの仮説

生徒Cの仮説



【体】武道・柔道 「相手の動きに応じた体落とし」

自らの仮説を、仲間と協同的に確かめ、

検証を続け、解決の方法を見出す

検証の結果、有効であると判断した

方法を仲間と共有する

仮説の検証 再検証全体交流

P-34



【体】武道・柔道 「相手の動きに応じた体落とし」

相手を押す進退動作により、相手が体

勢を立て直す動きを利用することの記述

相手を押す進退動作により、相手が体

勢を立て直す動きを利用することの記述

P-35



研究のまとめ

思考力・判断力等を育成するために・・・

「問い」を活かす授業を振り返って

成果と課題



研究の成果

生徒自らが「問い」を生むこと

思考力・判断力等を育成するには・・・

■解決したいという強い思いや願いを想起する内面的なアプローチによ

り、自らの力で探究しようとする意欲を高めるとともに、運動の行い

方のポイントを見付けたり、課題に応じた練習方法を選んだりするな

どの思考力・判断力を育む原動力となる。

P-37

※本時の目標や、単元や題材の特質に応じた

必要感をもった「問い」が大前提である。

■「問い」を生む手立て①「既成概念を

検証する学び」、②「やりたい」の

に 「できない」から状況や、③「

条件や状況が変わる」と「できない」

から「問い」を生む展開は、「問い」

を生むことに機能し、思考・判断を進

めるきっかけとすることができた。



研究の成果

思考力・判断力等を育成するには・・・

「問い」を解決するために、

他者に「問う」活動を設定すること

■「問う」こと、いわゆる「仮説」を立てて他者と検証することは、複数

の解決方法を検討し、その内容の妥当性を確かめたり、正確性を吟味し

たりするなどにより、課題の解決の方法を選び、具体的な方法を説明す

るという思考力・判断力等を育成することができる。

■仮説を立て検証のため他者に問うためには、自己の考えをしっかりとも

つこと、いわゆる、自分の立ち位置を明確にすることが大切である。

思考・判断に必要な「学習課題に応じた運動の取り組み方の工夫をした

り、解決の方法を見付けたり選んだりするなどして、それらを説明する

ことができる姿」へとつなげるためには、「問い」を解決するための仮

説の設定と、その検証が大切である。

P-38



研究の課題

■「問い」を生む手立てが、どんな領域や単元においても可能なのか

検討していく必要がある。生徒自らが「問い」を生むことができなけ

れば、思考力・判断力を育む原動力とすることが難しい。

■「問い」を解決するために、「仮説」を立てられない生徒、いわゆ

る、これまでに身に付けた知識や技能を活用できない生徒へのアプ

ーチが必要である。「仮説の設定」（解決の方法を検討）のために

生徒が選択できる内容や方法を示したり、これまでの学びと関連付

けたりする場の設定などの手立てを講じていくことが、思考力・判

断力等の育成に寄与できるものと考える。

生徒自らが「問い」を生むこと

「問い」を解決するために、

他者に「問う」活動を設定すること

P-39

■仮説を立てるときには、充分な時間の確保が必要である。



思考力・判断力を育むために

P-40

①運動の行い方のポイント、課題を解決するための方

法は、教え込みによっても身に付けることができる

■これまでに身に付けた知識や技能を活用し、思考力・判断

力等を育成するには、じっくり探究する時間の確保

■思考・判断する内容を、単元や題材の特質に応じて検討

②思考・判断する内容が重要。ただ考えることができ

ればよいわけではない。

■思考・判断すると関連して高めることができる「技能」

「態度」「知識」の内容を検討

■思考・判断に関する 「目標」「内容」「指導方法」「評

価規準」の一体化・系統化



札幌市の保健体育の取り組み
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佐藤 光（開成高） 渡部 堅（手稲）

網島 七恵（八条） 木村 由久（東月寒）

齋藤 研介（西野） 遊佐 嘉寿美（太平）

大川 潤（向陵） 柴田 貴世（東月寒）

三上 明博（新川） 飯嶋 孝行（札苗）

小学校 道佛 智志（もみじの森小） 岩田 悟（附属札幌小）

研究実践者 髙橋 正年（附属） 岡本 翔吾（附属）

P-41



札幌市の保健体育の取り組み

大学・市教委・公立学校・附属学校が一体となっての研究

毎月１回〜2回の学習案検討会

延べ200名を超え授業参観

公立学校でのプレ授業の実践

P-42



平成26年度 国立教育政策研究所

教育課程研究指定校事業 研究協議会

研究概要説明

平成26年度 国立教育政策研究所

教育課程研究指定校事業 研究協議会

研究概要説明
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北海道教育大学附属札幌中学校


